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 はじめに  

     

 京都大学化学研究所スーパーコンピュータシステムは、1992 年 1 月より運用

を開始した京都大学の研究設備で、複数のスーパーコンピュータが高速ネット

ワークで結ばれたネットワークスーパーコンピューティングシステムを提供し

ています。2012 年 1 月に導入されたシステムは、化学計算サーバとゲノムネッ

ト計算サーバとして SGI UV1000（総 CPU コア数 3,072）を、ゲノムネットウェ

ブサーバとゲノムネット開発サーバとして Sun Fire X4800（総 CPU コア数 768）

を採用していました。2016 年 1 月には、化学計算サーバとゲノムネット計算サ

ーバは SGI UV2000(総 CPU コア数 1,024)および SGI C2112(総 CPU コア数 3,000)

へ、ゲノムネットウェブサーバとゲノムネット開発サーバは DELL PowerEdge 

R930(総 CPU コア数 640)へと移行されました。化学研究所スーパーコンピュータ

システムは、分子シミュレーションをはじめとする計算化学関連の応用ソフト

ウェア、ゲノム解析やバイオインフォマティクス研究で必要となる分子生物学

関連のデータベースとソフトウェアが整備されており、こうした分野の研究環

境をサポートすることを目的に、学内外の研究者に広く開放されています。ま

た、分子生物学関連のデータベースとソフトウェアはゲノムネットデータベー

スサービス（http://www.genome.jp/）として、広く国内外の研究者に提供して

います。 

 この報告書は、平成 28 年度の 365 名の登録利用者の中から電子メールだけの

利用者や、特に報告する内容のなかった利用者を除き、61 件の研究成果報告    

をまとめたものです。システム稼働状況、化学研究所 WWW サービスの利用状況、

ゲノムネットデータベースサービス利用状況についても報告しています。 

 また、当システムは化学研究所共同利用・共同研究拠点の共通設備として利

用され、平成 28 年度は 7件の採択課題（バイオ情報学分野）推進に利用されま

した。 

 今後とも、スーパーコンピュータシステムをより良いものにしていくために、

皆さまのご意見やご要望を以下のメールアドレスまでお寄せくださいますよう

お願い申し上げます。 

送付先メールアドレス：spradm@scl.kyoto-u.ac.jp 
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